
南九州南九州
－MINAMIKYUSHU  CITY－

◎発行：鹿児島県南九州市議会

◎編集：議会広報編集委員会

◎発行責任者：菊永　忠行

TEL（0993）83－2511・FAX（0993）83－4658
ホームページ　http://www.city.minamikyushu.lg.jp

目 次

・９月補正予算……………… P２～P３

・条例の制定・改正………… P４

・全員協議会………………… P５

・決算認定…………………… P６～P７

・一般質問…………………… P８～P14

・意見交換会………………… P15～P17

・市民の声…………………… P18

第28号
平成26年11月5日発行

川辺小学校  秋季大運動会

議会だより議会だより



南九州議会だより　第28号　9月補正予算　❷

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
茶
業
振
興
費
や
農
業
等
災
害
復

旧
事
業
費
な
ど
３
億
９
８
２
１
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
２
１
６
億
５
３
９
８
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
26
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
行
政
組
織
再
編
に
伴
う
条
例
の
制
定
、
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会
条

例
の
制
定
、
25
年
度
決
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
主
な
補
正

一
般
管
理
費

　
　
　
１
０
６
９
万
１
千
円

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
組

織
再
編
に
伴
う
課
等
の
配
置

変
更
に
よ
り
、
庁
舎
内
部
の

改
修
及
び
事
務
用
備
品
購
入

に
要
す
る
経
費
で
あ
る
。

電
算
費

　
　
　
１
２
６
５
万
３
千
円

　

組
織
機
構
再
編
や
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
に
要
す
る
経
費
で

あ
る
。

地
域
伝
統
芸
能
継
承
者
育
成

事
業
費

　
　
　
　
　
　
７
５
０
万
円

　

知
覧
ね
ぷ
た
祭
囃は

や
し子
奏
者

育
成
の
た
め
の
太
鼓
購
入
な

ど
が
国
庫
事
業
採
択
さ
れ
た

総　
務　
費

た
め
、
知
覧
ね
ぷ
た
祭
実
行

委
員
会
に
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
。

頴
娃
浄
楽
苑
管
理
費

　
　
　
　
　
１
３
０
０
万
円

　

雨
漏
り
が
随
所
に
発
生
し

た
こ
と
か
ら
、
屋
根
防
水
工

事
に
要
す
る
工
事
請
負
費
を

増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

衛　
生　
費

予
防
接
種
関
係
費

　
　
　
　
６
２
１
万
２
千
円

　

今
ま
で
任
意
接
種
だ
っ
た

成
人
用
肺
炎
球
菌
及
び
水
痘

の
予
防
接
種
が
、
平
成
26
年

10
月
か
ら
定
期
接
種
と
な
る

こ
と
に
伴
い
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

温
泉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　
　
　
　
２
０
９
万
５
千
円

　

電
気
料
金
の
値
上
げ
に
対

応
す
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
わ
く
わ
く
川
辺
、
知
覧

温
泉
セ
ン
タ
ー
、
え
い
別
府

温
泉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

料
に
電
気
料
値
上
げ
相
当
分

を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

頴娃浄楽苑

振興費など補正
9月定例会

災
害
復
旧
事
業
費

　
　
　
３
２
１
６
万
６
千
円

　

平
成
26
年
６
月
の
梅
雨
前

線
豪
雨
で
被
災
し
た
農
地
及

び
農
業
用
施
設
の
復
旧
に
要

す
る
経
費
で
あ
る
。

活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営

農
対
策
事
業
費
（
茶
業
）

　
１
億
４
７
３
８
万
９
千
円

　

17
事
業
主
体
に
摘
採
機
能

付
降
灰
除
去
機
25
台
が
追
加

さ
れ
た
た
め
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

市
有
林
管
理
事
業
費

　
　
　
　
３
１
７
万
５
千
円

　

川
辺
町
清
水
の
分
収
林
立

木
売
払
い
に
伴
い
、
市
有
林

２
・
91
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
杉
を

植
栽
す
る
た
め
の
経
費
で
あ

る
。

松
林
保
全
事
業
費

　
　
　
　
２
７
３
万
４
千
円

　

長
崎
自
治
会
付
近
の
１
２

０
本
の
松
に
薬
剤
注
入
を
行

う
た
め
の
経
費
で
あ
る
。

民　
生　
費

農
林
水
産
業
費

一
般
経
費
（
水
産
業
費
）

　
　
　
　
　
　
２
５
０
万
円

　

広
域
漁
場
整
備
事
業
に
よ

る
魚
礁
設
置
と
、
漁
港
漁
村

活
性
化
対
策
事
業
に
よ
る
大

川
港
泊
地
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫に

要
す
る

経
費
で
あ
る
。

住
宅
整
備
事
業
費

　
　
　
２
４
２
５
万
６
千
円

　

浄
化
槽
未
設
置
の
市
営
住

宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
経
費
及
び
老
朽
化
し

空
家
と
な
っ
て
い
る
市
営
住

宅
の
解
体
に
要
す
る
経
費
で

あ
る
。 土　

木　
費

浚渫予定の大川港

で
あ
る
。

〜
審
査
の
中
で
〜

問　

成
人
用
肺
炎
球
菌
接
種

の
対
象
者
は
。

答　

65
歳
か
ら
５
歳
刻
み
に

１
０
０
歳
に
な
る
ま
で
の

人
、
60
歳
か
ら
64
歳
の
心
臓

等
の
内
部
障
害
の
あ
る
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
の
人
、
本

年
度
に
限
り
１
０
１
歳
以
上

の
人
が
対
象
と
な
る
。



❸　南九州議会だより　第28号　9月補正予算

架け替え予定の平安橋

岩
屋
公
園
等
管
理
費

　
　
　
７
０
６
２
万
５
千
円

　

電
気
料
値
上
げ
相
当
分
の

指
定
管
理
料
の
増
額
と
老
朽

化
に
よ
り
危
険
な
状
態
と

な
っ
た
平
安
橋
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
の
橋
に
架
け
替
え

る
た
め
の
経
費
で
あ
る
。

夢
・
風
の
里
ア
グ
リ
ラ
ン
ド

管
理
運
営
費

　
　
　
１
３
２
５
万
２
千
円

　

風
車
を
解
体
し
た
こ
と
に

伴
い
、
九
電
か
ら
受
電
す
る

た
め
の
高
圧
引
込
分
割
化
工

事
に
要
す
る
経
費
や
電
気
料

値
上
げ
相
当
分
及
び
新
た
な

電
気
引
込
契
約
に
伴
う
負
担

金
な
ど
を
指
定
管
理
料
に
増

額
す
る
も
の
で
あ
る
。

頴
娃
運
動
公
園
管
理
費

　
　
　
　
　
３
６
０
０
万
円

　

経
年
劣
化
し
、
痛
み
が
見

ら
れ
る
運
動
公
園
駐
車
場
の

整
備
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
。

小
学
校
施
設
管
理
費

　
　
　
　
８
４
０
万
５
千
円

　

青
戸
小
学
校
屋
内
運
動
場

屋
根
防
水
改
修
工
事
及
び
、

川
辺
小
学
校
の
ケ
ヤ
キ
の
樹

勢
回
復
術
施
工
に
要
す
る
経

費
で
あ
る
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策

事
業
費

　
　
　
　
　
　
69
万
４
千
円

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
歴
史
的
景
観
の
保

全
保
護
を
図
る
た
め
に
、
建

築
物
等
の
修
理
や
災
害
復
旧

等
を
実
施
し
た
所
有
者
に
助

成
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
化
振
興
費（
一
般
経
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
20
万
円

　

文
化
活
動
に
伴
い
全
国
大

会
等
に
出
場
す
る
個
人
・
団

体
に
対
す
る
奨
励
金
に
不
足

が
生
じ
た
た
め
、
増
額
す
る

も
の
で
あ
る
。

教
育
総
務
費

　
　
　
　
　
　
51
万
８
千
円

　

い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会

の
開
催
に
要
す
る
委
員
の
報

酬
、
費
用
弁
償
等
で
あ
る
。

商　
工　
費

一
般
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
29
万
円

　

海
外
療
養
費
の
不
正
請
求

防
止
の
強
化
を
図
る
た
め
、

支
給
申
請
審
査
業
務
に
係
る

委
託
料
や
、
70
才
代
前
半
の

被
保
険
者
一
部
負
担
軽
減
措

置
変
更
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
な
ど
に
要
す
る
経
費
で
あ

る
。

一
般
被
保
険
者
保
険
税
還
付
金

　
　
　
　
　
　
69
万
９
千
円

　

平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度

に
還
付
し
た
一
般
被
保
険
者

国
保
税
の
還
付
加
算
金
の
取

り
扱
い
の
誤
り
に
よ
り
、
未

払
い
と
な
っ
て
い
た
還
付
加

算
金
を
補
正
す
る
も
の
で
あ

る
。

一
般
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
２
１
０
万
２
千
円

　

25
年
度
繰
越
金
の
う
ち
、

広
域
連
合
へ
納
付
す
べ
き
額

を
差
引
き
、
一
般
会
計
へ
精

算
返
戻
す
る
も
の
で
あ
る
。

災害復旧費・茶業

教　
育　
費

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立

金
　
　
　
４
４
５
６
万
１
千
円

　

介
護
給
付
費
等
の
25
年
度

精
算
に
伴
い
、
国
庫
支
出
金

等
の
償
還
金
、
一
般
会
計
へ

の
繰
出
金
に
充
当
し
た
繰
越

金
の
残
金
な
ど
を
、
介
護
給

付
費
準
備
基
金
へ
積
立
て
る

も
の
で
あ
る
。

償
還
金

　
　
　
２
０
８
７
万
２
千
円

　

介
護
給
付
費
等
の
25
年
度

精
算
に
伴
い
生
じ
た
国
庫
支

出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
、

県
支
出
金
の
償
還
に
要
す
る

経
費
で
あ
る
。

介
護
保
険
事
業

〜
審
査
の
中
で
〜

　

岩
屋
公
園
管
理
費
の
平
安

橋
架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
意
向
に
も
耳
を

傾
け
、
安
心
・
安
全
な
橋
造

り
は
も
と
よ
り
、
岩
屋
公
園

の
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
や
歴
史

的
背
景
を
考
慮
し
、
景
観
等

へ
の
配
慮
も
十
分
検
討
す
る

こ
と
。



南九州議会だより　第28号　条例の制定・改正　❹

市役所の部制を廃止
南九州市課設置条例

頴娃准看護学校の廃止
南九州市立頴娃准看護学校条例を廃止する条例

加工施設の料金を統一
南九州市農産物処理加工施設条例

その他の条例

いじめ問題対策
南九州市いじめ問題専門委員会条例
南九州市いじめ問題調査委員会条例

行政組織の再編
行政組織再編に伴う関係条例の整備に関する条例

陳　情 /採　択

　わが国のウイルス性肝炎患者は、350万人以上いると
推定され、国は医療費助成を実施しているが、一定の抗
ウイルス療法に限定され、肝硬変・肝がん患者の入院、
手術等は助成外となっており、早急に基準の緩和、見直
しを行うよう政府に対し意見書の提出を請願する。

◎ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に
　関する請願書
　提出者：鹿児島市　古川　陽子

陳 情 / 不採択
◎川内原発再稼働の地元同意に係る陳情書
　提出者：南九州市知覧町　日髙　四郎

　南九州市における部制を廃止し、課を設置するため、
この条例を制定する。

　南九州市立頴娃准看護学校が本年度末で閉校するこ
とに伴い、平成 27 年４月１日付けで廃止する。

　頴娃農村婦人の家、川辺農業構造改善センター及び
知覧農産物処理加工施設の使用料等を統一することに
伴い、この条例を制定する。

●南九州市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
　業の運営に関する基準を定める条例
●南九州市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
　関する基準を定める条例
●南九州市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
　基準を定める条例

　いじめ防止対策推進法に基づき、教育委員会の附属
機関として南九州市いじめ問題専門委員会条例を制定
する。
　また、専門委員会の報告を受けた市長は、重大事態
への対処または発生防止のため必要があると認めると
きに、附属機関として調査委員会を設置するため、南
九州市いじめ問題調査委員会条例を制定する。
●関係条例
　南九州市いじめ問題専門委員会条例及び南九州市い
じめ問題調査委員会条例の制定に伴い、「南九州市報
酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条
例」を制定。

　課設置条例の制定に伴い、行政組織再編を行うこと
から、関係条例の整備に関する条例を制定する。
【平成27年４月から変更される主な再編】
　・税務課・収納対策課が川辺庁舎から頴娃庁舎へ
　・３庁舎にそれぞれ配置されていた畜産係を頴娃庁
　　舎に集約
　・農林水産課が管理していた水産部門を商工観光課
　　所管として、商工水産係を新設

条例の制定・改正条例の制定・改正条例の制定・改正

１　ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成
　制度を創設すること。
２　身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体
　障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に
　応じた認定制度にすること。
○提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　厚生労働大臣

◎意見書　提出者：南九州市議会



南九州議会だより　第28号　条例の制定・改正　❹❺　南九州議会だより　第28号　全員協議会

　オートレース川辺における競輪場外車券の販売に伴
う熊本市との協定について説明がありました。
　競輪場を経営する熊本市と協定を結ぶもので、地元
協力の協定として交通安全、環境美化の確保、防犯及
び青少年保護等について両市が協議して対策を講じる
こととしています。

◎その他の案件
南九州市立頴娃准看護学校の民間移管に係る公募等に関する要領等について

　本市へ２つの企業が、新たに立地を予定しています。
１企 業 名　かぶちゃん流通株式会社
　所 在 地　東京都千代田区
　施 設 名　かぶちゃん流通株式会社頴娃工場
　予 定 地　頴娃町御領
　事業内容　安納芋を使用した干し芋等の製造
　新規雇用　10 名

２企 業 名　浪
な に わ

華合成株式会社
　所 在 地　大阪市城東区
　施 設 名　浪華合成株式会社九州工場
　予 定 地　知覧町永里
　事業内容　プラスチック成形品の製造、販売
　新規雇用　10 名

◎専決処分事項の指定
　本市議会は、地方自治法の規定による専決処分事項
の指定について議員発議により上程し、これを可決し
ました。
　これは、迅速な問題解決を図る必要がある案件や市
民の負担が軽減されるような軽易な事項等については、
議会の議決を経ずに地方公共団体の長が専決処分する
ことができるものです。
・100 万円以下の法律上、市の義務に属する損害賠償の
　額を定めること並びにこれに係る和解及び調停に関
　すること。
・市営住宅に係る家賃等の請求及び明け渡しの請求に
　関する訴えの提起、和解及び調停に関すること。
・市の債権の徴収に係る訴えの提起、和解及び調停に
　関すること。

◎議員定数等調査特別委員会を設置
　本市議会は、議員の定数及び報酬等について調査す
るため、９月議会最終本会議で南九州市議会議員定数
等調査特別委員会を設置しました。
　今後、近隣市の状況を踏まえ定数等を協議決定し、
次回の市議会議員選挙から適用される見込みです。

〇近隣市の定数状況（26年9月1日現在）
・南九州市　　２２人（人口：３６, ６７０人）
・南さつま市　２０人（人口：３６, ０４４人）
・枕崎市　　　１６人（人口：２２, ３４２人）
・指宿市　　　２０人（人口：４２, ７４８人）
・日置市　　　２２人（人口：４９, ６５３人）

全員協議会全員協議会全員協議会
当局より説明のあった件（平成26年９月26日開催）

競輪場外車券の販売 ２つの企業が新たに立地

浪華合成株式会社の立地予定地
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変化に的確な対応を!
一般会計歳出総額 220億8341万円

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の

決
算
認
定
が
９
月
定
例
会
に

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
一
般
会
計
決

算
特
別
委
員
会
と
特
別
会
計

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
監
査
委
員
の
決
算
意
見

書
及
び
提
出
さ
れ
た
決
算
関

係
資
料
を
も
と
に
執
行
部
の

出
席
を
求
め
審
査
し
、
い
ず

れ
の
決
算
も
認
定
し
ま
し

た
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決

算
収
支
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
歳
入
総
額
２
２
８
億
１

７
０
１
万
１
千
円
、
歳
出
総

額
２
２
０
億
８
３
４
１
万
７

千
円
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

財
源
５
８
７
４
万
１
千
円
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
６

億
７
４
８
５
万
３
千
円
の
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
る
が
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
人

口
減
少
は
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
限

ら
れ
た
財
源
を
最
も
効
果
的

に
活
用
し
て
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
る
よ
う
要
望
し

た
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
市
税
の

収
入
額
は
34
億
８
９
７
９
万

９
０
１
０
円
で
、
前
年
度
比

７
６
６
０
万
４
千
円
の
増
で

あ
る
。
依
存
財
源
の
う
ち
地
方

交
付
税
は
90
億
３
０
３
８
万

３
千
円
で
、
2.1
％
の
減
と

な
っ
た
が
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
の
大
幅
な
伸
び
に

支
え
ら
れ
、
前
年
度
に
比
べ

９
億
８
１
５
５
万
２
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
る
。
税
の
徴

収
率
は
、
95
・
１
％
で
県
内

で
も
高
い
徴
収
率
を
誇
り
、

職
員
の
努
力
を
高
く
評
価
す

る
。
今
後
も
、
税
負
担
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
徴

収
体
制
の
強
化
に
努
め
る
よ

う
要
望
し
た
。

一
般
会
計

歳
　
入

歳
　
出

問　
拠
点
間
バ
ス
と
生
活
交

通
バ
ス
の
乗
車
人
数
は
。

答　
拠
点
間
バ
ス
が
２
万
４

２
６
人
で
生
活
交
通
バ
ス
が

３
万
２
７
３
３
人
の
合
計
５

万
３
１
５
９
人
で
あ
る
。

問　

路
線
見
直
し
に
つ
い

て
、
常
時
行
っ
て
い
る
か
。

答　
地
域
公
共
交
通
協
議
会

に
お
い
て
、
27
年
度
か
ら
の

運
行
に
つ
い
て
検
討
中
で
、

今
後
も
長
期
的
視
点
か
ら
見

直
す
。

問　
延
長
保
育
に
伴
う
職
員

数
の
配
置
及
び
保
育
時
間
の

基
準
は
。

答　
職
員
数
は
、
国
の
基
準

に
よ
り
現
在
は
２
人
以
上
と

な
っ
て
い
る
。
市
内
の
保
育

所
の
保
育
時
間
は
30
分
延
長

と
１
時
間
延
長
の
み
で
あ
る

が
、
国
の
制
度
上
は
２
時
間

延
長
、
場
合
に
よ
っ
て
は
３

時
間
延
長
も
可
能
で
あ
る
。

問　
耕
作
放
棄
地
が
減
少
し

て
い
る
が
、
24
年
度
に
比
べ

減
少
し
た
面
積
は
。

答　
６
２
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

対
し
、
25
年
度
は
５
９
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
30
ヘ
ク
タ
ー

ル
減
少
し
て
い
る
。

問　
里
道
整
備
に
つ
い
て
、

住
民
の
高
齢
化
に
伴
い
個
人

負
担
が
増
加
す
る
と
、
環
境

整
備
が
進
ま
な
い
大
き
な
要

因
に
な
る
が
。

答　
26
年
度
に
、
南
九
州
市

里
道
の
整
備
に
関
す
る
要
綱

を
策
定
し
、
市
道
的
機
能
を

果
た
し
て
い
る
生
活
道
路
に

つ
い
て
は
、
市
が
１
０
０
％

負
担
で
行
っ
て
い
る
。

企　
画　
費

児
童
福
祉
費

農　
地　
費

土　
木　
費

〜
審
査
の
中
で
〜

　

予
算
の
編
成
・
執
行
は
、

事
業
内
容
、
執
行
時
期
と
も

に
、
概
ね
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
が
、
27
年
度
か
ら
組

織
機
構
が
再
編
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
関
係
課
等
と
の
連
携

を
更
に
密
に
し
、
適
正
か
つ

効
果
的
な
予
算
の
編
成
及
び

執
行
に
努
め
る
よ
う
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
今
後

到
来
す
る
交
付
税
の
一
本
算

定
を
見
据
え
、
更
な
る
行
財

政
改
革
を
進
め
、
地
域
社
会

の
情
勢
変
化
に
的
確
に
対
応

し
な
が
ら
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
発
揮
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
財
政
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望

し
た
。

（単位：千円）

一 般 会 計 歳 入 総 額 22,817,011

一 般 会 計 歳 出 総 額 22,083,417

実 質 収 支 額 674,853

地 方 債 現 在 高 22,807,841

積 立 金 現 在 高 8,977,318

総務費
12.6%

民生費
28.6%

衛生費
8.1%

農林水産業費
11.2%

土木費
8.6%

消防費
4.3%

教育費
10.8%

公債費
10.6%

諸支出金
3.4%

議会費
0.9%

災害復旧費
0.0%

商工費
0.9%

歳出の構成比
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社会情勢の25年度
決算認定

特
別
会
計

　

保
険
税
収
納
率
は
前
年
度

に
比
較
す
る
と
０
・
18
％

増
。
国
保
税
の
収
入
未
済
額

は
６
・
62
％
減
と
な
っ
て
お

り
、
調
定
額
に
対
す
る
徴
収

率
は
86
・
11
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
24
年
度
か
ら
一
般

会
計
よ
り
法
定
外
繰
入
を
し

て
お
り
、
25
年
度
は
１
億
７

０
０
０
万
円
繰
り
入
れ
た
。

問　
不
納
欠
損
額
の
内
訳
は
。

答　

約
１
３
０
０
万
円
あ

り
、
経
営
不
振
22
人
、
居
所

不
明
８
人
、
生
活
困
窮
３

人
、
そ
の
他
40
人
程
度
で
、

訪
問
や
催
促
状
を
送
付
す
る

な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

問　
被
保
険
者
数
の
推
移
は
。

答　

本
市
人
口
の
約
22
％

で
、市
全
体
の
人
口
減
少
に
連

動
す
る
形
で
減
少
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ

イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
評
価
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
事
業
に
参
加
し
た

人
の
中
で
要
介
護
の
恐
れ
の

あ
っ
た
12
人
が
介
護
状
態
に

な
ら
ず
に
済
ん
だ
と
推
計
さ

れ
、
ま
た
、
介
護
保
険
料
が

一
人
当
た
り
月
13
円
の
抑
制

効
果
が
試
算
さ
れ
た
。

問　
認
知
症
の
人
口
と
徘
徊

対
策
は
。

答　
65
歳
以
上
の
10
・
２
％

に
当
た
る
、
約
１
３
５
５
人

と
推
測
さ
れ
る
。

　

徘
徊
対
策
に
つ
い
て
は
、

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
を
展
開
し
、
徘
徊
の
恐

れ
の
あ
る
方
を
事
前
に
個
人

登
録
し
、
警
察
・
消
防
・
自

治
会
長
・
民
生
委
員
に
名
簿

を
渡
し
、
捜
索
や
見
守
り
に

役
立
て
て
も
ら
っ
て
お
り
、

26
年
８
月
末
で
33
名
が
登
録

〜
審
査
の
中
で
〜

　

国
が
都
道
府
県
単
位
へ
の

移
行
を
進
め
て
い
る
平
成
29

年
度
ま
で
の
間
、
国
の
動
向

等
も
見
守
り
な
が
ら
、
引
き

続
き
生
活
習
慣
病
及
び
疾
病

予
防
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
継
続

し
て
国
に
新
た
な
施
策
等
に

つ
い
て
要
望
す
べ
き
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険
事
業

さ
れ
て
い
る
。

　

建
設
改
良
費
は
、
頴
娃
地

域
谷
場
簡
水
施
設
整
備
工
事

や
熊
ヶ
谷
地
区
配
水
管
拡
張

工
事
、
川
辺
地
域
柳
水
源
地

発
電
機
取
替
工
事
、
下
山
田

地
内
配
水
管
布
設
替
工
事
な

ど
を
実
施
。

　

水
洗
化
率
は
知
覧
垂
水
地

区
で
90
・
22
％
、
川
辺
東
部

地
区
で
92
・
28
％
と
な
っ
て

い
る
。
単
独
処
理
浄
化
槽
を

使
用
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い

て
は
、
随
時
公
共
下
水
道
へ

の
切
り
替
え
を
依
頼
し
て
い

る
が
、
高
齢
者
で
後
継
者
が

い
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、

加
入
促
進
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

知
覧
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
費
や
管
渠
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
維
持
管

理
費
が
主
な
事
業
費
で
、
水
洗

化
率
は
93
％
あ
る
。

簡
易
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

・
拡
張
費

　

施
設
拡
張
工
事
と
し
て
中

部
簡
水
瀬
世
向
地
区
配
水
管

拡
張
工
事
、
口
径
拡
張
工
事

と
し
て
野
崎
及
び
田
部
田
地

内
配
水
管
布
設
替
工
事

・
改
良
費

　

南
部
簡
水
配
水
管
布
設
替

工
事
上
木
原
地
区
ほ
か
14
件

の
工
事

公
共
下
水
道
事
業

水  

道  

事  

業

特別会計・企業会計決算額 （単位：千円）

区　　　分 歳　入 歳　出 差引残額

国民健康保険事業 6,407 , 428 6 , 337 , 344 70 , 084

後 期 高 齢 者 医 療 531 , 040 528 , 645 2 , 395

介 護 保 険 事 業 4,566 , 108 4 , 491 , 423 74 , 685

簡 易 水 道 事 業 546 , 024 533 , 870 12 , 154

農業集落排水事業 77 ,258 75 , 796 1 , 462

公 共 下 水 道 事 業 180 , 816 176 , 514 4 , 302

合 計 12 ,308 , 674 12 , 143 , 592 165 , 082

水 　 道 　 事 　 業

収益的収入及び支出 340 , 704 322 , 047 －

資本的収入及び支出 4 ,814 128 , 582 －

知覧中央浄化センター



 

市
長
／
２
０
１
７
年
の
登
録
に
向
け

 　
　
　

て
取
り
組
む

 

再
度
申
請
す
る
に
あ
た
り
ど
の

 

よ
う
な
申
請
に
す
る
考
え
か

世界記憶遺産内
園　
世
界
記
憶
遺
産
登
録

を
目
指
し
て
い
た
「
知
覧
か

ら
の
手
紙
、知
覧
特
攻
遺
書
」

は
国
内
候
補
か
ら
外
れ
た
。

申
請
す
る
か
ら
に
は
、
一
方

側
か
ら
だ
け
の
見
方
で
は
な

く
、
他
の
視
点
か
ら
見
て
も

共
感
を
呼
ぶ
よ
う
な
ま
と
め

方
、
出
し
方
が
重
要
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
再
度
申
請
す

る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

市
長　
今
回
の
審
査
結
果
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
有
識
者

や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
を

聞
き
、
申
請
内
容
を
検
討
し

資
料
の
劣
化
防
止
対
策
や
保

存
管
理
計
画
策
定
を
行
い
、

２
０
１
７
年
の
登
録
に
向
け

て
取
り
組
む
。

内
園　
施
政
方
針
で
「
快
適

な
住
環
境
を
維
持
す
る
た
め

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
網
戸

南九州議会だより　第28号　一般質問　❽

の
な
い
川
辺
地
域
17
戸
・
頴

娃
地
域
６
戸
の
住
宅
等
へ
の

対
応
を
問
う
。

市
長　
現
在
、
網
戸
の
な
い

市
営
住
宅
は
、
既
に
耐
用
年

数
が
超
過
し
て
い
る
。
新

た
な
器
具
等
の
設
置
は
行
わ

ず
、
既
存
の
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
る
。
し
か

し
、
地
球
温
暖
化
な
ど
住
宅

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や

入
居
者
の
身
体
的
負
担
を
考

慮
し
、
要
望
が
あ
れ
ば
設
置

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
川
内
原
子
力
発
電
所
再
稼
動

網戸のない市営住宅

内園　知恵子　議員

網
戸
の
な
い
市
営
住
宅
等

の
対
応
を
問
う

市
長
／
要
望
が
あ
れ
ば
設

　
　
　

置
し
て
い
る

市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
一 般 質 問一 般 質 問
12人が登壇

議会会議録はここで
見れます
◎校区・地区公民館
◎市立図書館
◎ホームページ（南九州市）
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市
長
／
国
県
等
の
有
利
な
助
成
制
度

 　
　
　

な
ど
情
報
提
供
す
る

 

新
商
品
開
発
に

 

　
　
支
援
す
る
考
え
は

仏壇振興西　
本
市
の
仏
壇
産
業
は
、

需
要
の
低
迷
や
外
国
部
品
使

用
に
よ
る
対
外
的
な
競
争
力

の
低
下
な
ど
で
、
現
在
最
も

低
迷
し
て
お
り
危
機
的
状
況

で
あ
る
。
そ
こ
で
７
工
程
で

新
商
品
開
発
等
を
持
続
的
に

支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
新
商
品
開
発
支
援
に

つ
い
て
は
、
新
商
品
販
路
開

拓
・
開
発
支
援
事
業
や
仏
壇

技
術
を
駆
使
し
た
新
商
品
開

発
な
ど
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
仏
壇
販
路
対
策
支
援
事

業
補
助
金
の
活
用
や
国
・
県

等
の
有
利
な
助
成
制
度
な
ど

の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行

う
。

西　
現
在
国
は
、
漢
方
薬
の

原
材
料
と
な
る
薬
用
植
物
の

国
内
生
産
拡
大
に
向
け
て

第７回南九州市工芸品創作技術コンクールの作品

市道沿いの危険家屋

 市長／取り壊しに対する支援は
 　　　考えていない

 解体費を支援する考え
 は

空
き
家
対
策

加
治
佐　
平
成
21
年
に
空
き

家
の
実
態
調
査
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
に
取
り
組

ん
だ
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

は
じ
め
と
す
る
対
策
等
に
つ

い
て
実
績
を
示
せ
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
取
り
壊

す
必
要
の
あ
る
空
き
家
対
策

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
取
り
壊
し
に
対
す
る

支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

平
成
22
年
度
か
ら

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を

設
け
、
こ
れ
ま
で
63
件
の
登

録
が
あ
り
、
取
引
成
立
件
数

は
売
買
が
25
件
、
賃
貸
が
19

件
、
計
44
件
、
現
在
交
渉
中

が
４
件
と
な
っ
て
い
る
。
老

朽
化
し
取
り
壊
す
必
要
の
あ

る
空
き
家
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
国

の
「
空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
案
」
の
成
立
や
県
の
取
り

組
み
内
容
な
ど
注
視
し
な
が

ら
、
実
効
性
の
あ
る
制
度
を

検
討
し
、
空
き
家
の
管
理
条

例
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
、
そ
の
中
で
取
り
壊
し

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
取
り
壊

し
に
対
す
る
支
援
は
考
え
て

い
な
い
。

取
り
組
ん
で
い
る
。
漢
方
薬

の
８
割
は
中
国
産
で
あ
り
、

良
質
な
国
産
薬
草
が
不
可
欠

で
、
薬
草
の
種
類
に
よ
っ
て

は
労
力
も
軽
微
で
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
や
耕
作
放
棄

地
防
止
に
も
繋
が
る
こ
と
か

ら
、
作
付
け
を
推
進
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　
生
薬
の
輸
入
価
格
は

上
昇
し
て
お
り
、
耕
作
放
棄

地
の
活
用
や
中
山
間
地
の
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

加治佐　民生　議員

西　次雄　議員

薬
用
植
物
の
作
付
け
推
進

の
考
え
は

市
長
／
関
係
機
関
と
協
議

　
　
　

し
な
が
ら
検
討
し

　
　
　

た
い
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市
長
／
26
年
度
以
降
は
行
わ
な
い

 
支
援
事
業
の
現
状
と

 
　
　
　
今
後
の
対
応
は

太陽光発電東　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
施

設
の
設
置
、稼
動
の
状
況
は
。

市
長　
国
県
の
支
援
に
加
え

本
市
の
支
援
事
業
に
よ
る
シ

ス
テ
ム
設
置
状
況
は
、
平
成

23
年
度
84
件
、
24
年
度
１
５

１
件
、
25
年
度
１
５
３
件
、

３
カ
年
で
３
９
４
件
、
容
量

は
約
２
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
。
ま
た
、
26
年
度
７
月
現

在
で
48
件
合
わ
せ
て
４
４
２

件
で
容
量
は
約
２
３
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
稼
動
状
況

は
、
３
カ
年
の
３
９
４
件
の

公
称
最
大
出
力
数
は
、
約

２
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
設

置
個
所
及
び
気
象
条
件
等
を

考
慮
し
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

り
年
間
発
電
量
を
１
０
０
０

田
畑　
ラ
ジ
オ
の
難
聴
地
域

が
み
ら
れ
る
が
、
実
情
を
把

握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
今

後
解
消
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

市
長　
日
常
の
生
活
や
災
害

等
に
よ
る
停
電
時
な
ど
、
ラ

ジ
オ
放
送
は
、
情
報
の
取
得

の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
仮
定
、
市
全

体
で
は
年
間
２
０
０
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
が
発
電
さ
れ
、
一
般

家
庭
約
３
９
４
世
帯
の
一
年

間
の
電
気
量
に
相
当
す
る
と

推
計
し
て
い
る
。

東　
本
市
の
導
入
支
援
事
業

の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

市
長　
支
援
事
業
額
は
、
平

住宅用太陽光発電

　

市
内
全
域
の
状
況
ま
で
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
災
害

時
に
お
け
る
非
難
予
定
の
場

所
65
カ
所
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
る
。
調
査
の
結
果
は
、

す
べ
て
放
送
が
受
信
で
き
る

が
、
一
部
放
送
が
聞
き
づ
ら

い
所
が
あ
る
。

　

市
と
し
て
も
地
域
一
帯
の

難
聴
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、
必
要
に
よ
り
放
送
局
等

に
、
改
善
に
向
け
た
技
術
的

な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 市長／放送局等に対応をお願い
 　　　したい

 ラジオの難聴対策につ
 いて

難
聴
対
策

東　兼喜　議員

成
23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で

の
３
カ
年
は
、
３
９
４
件

で
補
助
金
４
５
９
１
万
５
千

円
。
今
年
度
は
７
月
末
現
在

で
、48
件
５
５
０
万
２
千
円
。

合
計
で
４
４
２
件
、
５
１
４

１
万
７
千
円
交
付
し
て
い

る
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
国
の
制
度
に
連
動
す
る

制
度
で
あ
り
、
平
成
26
年
３

月
末
受
付
分
で
終
了
す
る
た

め
、
本
市
も
受
付
を
行
わ
な

い
こ
と
と
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

〇
図
書
館
運
営

田畑　浩一郎　議員
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市
長
／
89
億
４
千
万
円
程
度

 

想
定
さ
れ
る

 

　
　
　
影
響
額
を
示
せ

ＴＰＰ亀
甲　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
農
産

５
品
目
が
結
果
的
に
関
税
撤

廃
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に

想
定
さ
れ
る
影
響
は
。

市
長　
平
成
25
年
度
ベ
ー
ス

で
試
算
す
る
と
89
億
４
千
万

円
程
度
と
な
る
見
込
み
。
国

益
を
損
な
う
よ
う
な
交
渉
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
交
渉

か
ら
脱
退
す
る
よ
う
関
係
機

関
・
団
体
と
と
も
に
強
く
要

望
を
続
け
た
い
。

亀
甲　
地
方
自
治
法
第
２
１

０
条
で
は
、
「
収
入
支
出
は

す
べ
て
こ
れ
を
歳
入
歳
出
予

算
に
編
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
学
校
給
食
費
は
、
市
の

予
算
に
計
上
さ
れ
ず
、
私
会

計
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
私

会
計
で
行
う
必
要
が
あ
る
か

見
解
を
示
せ
。

影響が懸念される米作

 市長／検討する必要があると考
 　　　える

 市民後見推進事業に
 取り組む考えは

高
齢
者
福
祉

吉
永　
「
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
中
で
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
連
携
を
促
進
し
、
よ
り
充

実
し
た
支
援
体
制
づ
く
り
を

進
め
る
」
と
施
政
方
針
で
述

べ
て
い
る
。
市
民
後
見
推
進

事
業
に
取
り
組
む
考
え
は
。

市
長　
認
知
症
高
齢
者
や
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加

に
伴
い
、
成
年
後
見
制
度
の

必
要
性
は
一
層
高
ま
っ
て
お

り
そ
の
需
要
は
増
大
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
地
域
の

実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、
事

業
へ
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

吉
永　
市
民
後
見
推
進
事
業

検
討
委
員
会
等
を
設
置
し
て

取
り
組
む
考
え
は
。

市民後見人を活用した取組例のイメージ

市
長　
地
域
の
後
見
ニ
ー
ズ

等
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
専
門
職
や
各
団
体
と

連
携
を
図
り
、
地
域
に
あ
っ

た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
後
見
実
施
機

関
を
設
置
す
る
こ
と
も
必
要

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
検

討
委
員
会
等
に
お
い
て
も
今

後
、
各
関
係
団
体
や
専
門
職

の
意
見
を
聞
き
検
討
し
て
い

く
。

市
長　
私
会
計
に
よ
る
給
食

物
資
の
発
注
、
契
約
事
務
等

の
簡
素
化
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
運
用

し
て
い
る
私
会
計
で
管
理
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

吉永　賢三　議員

亀甲　俊博　議員

給
食
費
会
計
の
見
解
は

 

市
長
／
私
会
計
で
管
理
し

 　
　
　

て
い
く
。
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市
長
／
今
は
検
討
し
て
い
な
い

 
建
設
場
所
の
検
討
は

本庁舎建設竹
迫　
庁
舎
建
設
の
た
め
基

金
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
る

が
、
白
紙
状
態
で
あ
る
建
設

場
所
の
検
討
に
入
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　
新
庁
舎
の
建
設
は
将

来
に
お
い
て
は
必
要
な
こ
と

と
判
断
し
て
い
る
。
現
在
、

進
め
て
い
る
各
庁
舎
の
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
延
命
化

を
図
り
、
そ
の
後
規
模
や
用

地
の
検
討
、
財
源
確
保
、
市

民
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

建
設
の
目
途
を
約
15
年
後

と
し
て
い
る
が
、
位
置
の
検

討
は
し
て
い
な
い
。
平
成
40

年
の
建
設
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
か

蓮
子　
子
育
て
世
代
の
住
民

が
土
地
を
求
め
や
す
い
よ
う

に
、
空
き
地
と
な
っ
て
い
る

市
有
地
を
分
譲
す
る
考
え
は
。

市
長　
市
有
財
産
の
中
に
は

行
政
目
的
が
喪
失
し
、
利
用

計
画
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い

土
地
、
長
期
に
わ
た
っ
て
事

業
着
手
が
な
さ
れ
て
い
な
い

土
地
な
ど
が
数
多
く
あ
る
。

ら
の
次
期
総
合
計
画
の
中
で

場
所
の
検
討
に
入
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

竹
迫　
個
人
的
に
は
本
市
の

地
理
的
中
心
に
近
く
、
南
薩

縦
貫
道
も
近
く
を
通
り
、
面

積
も
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
、

現在の知覧庁舎

　

南
九
州
市
市
有
財
産
活
用

等
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

お
り
、
公
有
財
産
の
処
分
等

に
つ
い
て
財
源
確
保
を
図
ろ

う
と
審
議
し
て
い
る
。
設
置

し
た
当
時
と
は
情
勢
変
化
も

あ
る
た
め
、
再
度
協
議
し
た

い
。

　
蓮
子　
合
併
後
、
想
像
を
超

え
る
速
さ
で
進
ん
で
い
る
人

口
減
少
に
対
す
る
施
策
を
示

せ
。

市
長　
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
総
合
計
画
基
本
計
画
に

お
い
て
「
移
住
・
定
住
促
進

対
策
」
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
掲
げ
、
６
施
策
を
総
合

的
に
展
開
し
全
庁
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
打

開
策
を
見
出
す
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

　

各
施
策
を
連
携
さ
せ
長
期

的
視
点
か
ら
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

 市長／再度協議を行いたい

 分譲する考えは市
有
地

利用されていない市有地

現
在
茶
業
課
が
設
置
さ
れ
て

い
る
知
覧
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
敷
地
が
適
地
と
思
う
が

ど
う
か
。

市
長　
候
補
地
の
一
つ
と
位

置
づ
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

〇
知
覧
小
学
校
の
太
陽
光
発
電

竹迫　毅　議員

蓮子　幹夫　議員

人
口
減
少
に
対
す
る
施
策

を
示
せ

 

市
長
／
継
続
的
に
取
り
組

　
　
　

 

む
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インターネットを利用する小学生

 教育長／フィルタリングや家庭内
 　　　　ルールを設けるよう指導

 青少年のインターネット
 依存対策は

ネ
ッ
ト
依
存

蔵
元　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
が
進
む
中
、
青
少
年
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依

存
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
現
状
と
今
後
の
対
策
を

問
う
。

教
育
長　
平
成
25
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
よ

る
と
、
一
日
に
４
時
間
以
上

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
い
る
本
市
の
小
学
校
６
年

生
の
割
合
は
０
％
、
同
じ
く

中
学
３
年
生
の
割
合
は
3.7
％

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
に

お
け
る
６
年
生
の
割
合
が

3.0
％
、
中
学
３
年
生
の
割
合

が
9.5
％
で
あ
り
、
数
値
的
に

は
本
市
の
子
供
た
ち
の
利
用

率
は
低
い
。し
か
し
な
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
る

環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
教
育
委
員
会
が

作
成
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
安
全
な
利
用
の
仕
方
を
示

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
映
像

資
料
な
ど
で
指
導
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
保
護
者
に
対

し
て
も
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

重
要
性
や
利
用
時
間
の
家
庭

内
ル
ー
ル
を
設
け
る
な
ど
、

理
解
と
啓
発
を
推
進
し
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
市
道
管
理

蔵元　慎一　議員

 

市
長
／
各
種
施
策
を
実
施
し
管
理
機

 　
　
　

能
の
一
元
化
を
図
っ
て
い
く

 

所
得
向
上
対
策
と

 

　
組
織
再
編
計
画
を
示
せ

農業振興伊
瀬
知　
本
市
は
、
南
の
食

料
供
給
基
地
と
位
置
付
け
て

い
る
が
、
農
業
の
生
産
、

流
通
、
雇
用
強
化
を
図
り
所

得
向
上
対
策
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
い
る

か
。

市
長　
就
農
後
の
経
営
安
定

支
援
に
努
め
、
農
地
の
集
積

集
約
化
を
図
り
、
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
販
売
体
制
を
確

立
し
な
が
ら
、
雇
用
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
の
支
援
制
度

の
農
の
雇
用
事
業
に
よ
り
就

農
促
進
を
図
る
。

伊
瀬
知　
27
年
度
か
ら
第
２

次
組
織
機
構
再
編
計
画
で
の

農
林
部
の
組
織
体
制
は
ど
の

よ
う
に
な
る
計
画
か
。

市
長　
農
林
水
産
部
に
お
い

て
も
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
・

効
率
化
に
努
め
、
総
合
支

所
方
式
の
弊
害
と
し
て
懸
念

6次産業化に取り組む事業所

さ
れ
る
組
織
の
肥
大
化
に
よ

る
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、

課
・
係
の
統
廃
合
を
進
め
て

い
き
、
本
課
へ
の
集
約
に
よ

る
指
揮
命
令
系
統
や
管
理
機

能
の
一
元
化
の
確
立
を
図
っ

て
い
く
。

伊瀬知　正人　議員
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教
育
長
／
設
定
率
１
０
０
％
を
目
指

 　
　
　
　

し
て
進
め
て
い
く

 
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
を

 
含
め
た
対
応
は

スマートフォン深
町　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
急
速
に
増
加
し
、
平
成

25
年
の
児
童
生
徒
の
所
持
率

は
県
教
育
委
員
会
の
資
料
に

よ
る
と
前
年
の
1.5
倍
に
急
増

し
て
い
る
が
、
本
市
の
現
状

は
ど
う
か
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト

依
存
の
危
険
性
か
ら
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
設
定
を
含
め
た
対
応
を

問
う
。

教
育
長　
本
市
に
お
け
る
携

帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
所
持
率
は
年
々
確
実
に
増

加
し
て
い
る
。
今
や
、
ネ
ッ

ト
依
存
が
問
題
化
し
て
い
る

と
と
も
に
、
子
供
た
ち
が
巻

き
込
ま
れ
る
事
件
・
事
故
等

も
多
発
し
て
い
る
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
生
産
・
流

フィルタリングの方式

通
し
続
け
る
有
害
情
報
を
排

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
極
め

て
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
そ

の
設
定
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
に
携
帯
電
話
を
所
持
さ
せ

る
保
護
者
の
責
任
に
お
い

て
、
設
定
率
１
０
０
％
を
目

指
し
た
理
解
と
啓
発
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

深町　幸子　議員

傍聴してみませんか。

議会を

傍聴してみませんか。

議会を

次の議会は 12月2日（火）開会予定
“手続き簡単”本館2階で住所・氏名を書くだけ

  12月定例会
１１月２５日　　議会運営委員会
１２月　２日　　本会議（委員会付託・一般質問）
１２月　３日　　本会議（一般質問）
１２月　４日　　本会議（一般質問）
１２月　５日　　常任委員会
１２月１２日　　本会議（補正採決）
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市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等

頴
娃
地
域
内
の
中
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て

【
頴
娃
会
場
】

市民と議会の意見交換会市民と議会の意見交換会
10月21日㈫から10月23日㈭までの３日間開催

参加者：頴娃会場38人　川辺会場32人　知覧会場49人
　

市
民
参
加
や
情
報
公
開
な
ど
開
か
れ
た
議
会
を
進
め
る
た

め
、
は
じ
め
て
の
意
見
交
換
会
を
３
地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
長
に
よ
る
議
会
基
本
条
例
の
説
明
の
あ
と
、
担

当
議
員
か
ら
９
月
定
例
会
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
各
地
域
２

項
目
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

・
知
覧
地
域
で
は
約
30
年
前

か
ら
学
校
の
再
編
、
適
正
規

模
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
き
て

い
た
。
人
口
が
減
少
し
て
い

く
の
は
分
か
っ
て
い
た
の
に

議
論
が
遅
い
の
で
は
。

・
頴
娃
地
域
の
３
中
学
校
で

生
徒
数
３
３
１
人
、
教
員
44

人
、
知
覧
中
学
校
が
生
徒
数

３
２
２
人
で
教
員
25
人
。
同

じ
生
徒
数
で
教
員
が
19
人
も

多
い
。
単
純
に
５
０
０
万
円

の
給
料
と
し
て
も
約
１
億
円

の
削
減
に
な
る
。

・
現
状
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
が

で
き
な
い
。
専
門
の
教
員
も

い
な
い
。

・
火
葬
場
の
横
に
中
学
校
を

建
設
す
る
と
い
う
話
は
あ
る

の
か
。

・
既
存
の
中
学
校
を
利
用
す

る
案
と
新
た
な
場
所
に
建
設

す
る
案
と
二
つ
の
選
択
肢
が

あ
る
と
聞
く
。
財
政
的
に
考

え
て
、
費
用
も
倍
か
か
る
と

い
う
の
に
、
新
た
な
場
所
に

建
設
す
る
と
い
う
選
択
肢
が

あ
る
こ
と
自
体
が
理
解
で
き

な
い
。

・
統
合
中
学
校
開
設
準
備
委

員
会
の
30
人
の
人
選
は
非
常

に
影
響
が
あ
り
大
事
な
こ
と

と
考
え
る
。
人
選
に
つ
い
て

は
、
居
住
地
や
職
種
な
ど
公

平
性
の
あ
る
配
慮
を
強
く
要

望
す
る
。

・
知
覧
、
川
辺
は
中
学
校
を

統
合
し
た
時
に
何
も
問
題
は

な
か
っ
た
か
。
統
合
す
る
前

に
各
学
校
と
の
交
流
を
図
る

よ
う
な
施
策
に
予
算
措
置
し

て
ほ
し
い
。

・
通
学
に
お
い
て
は
公
共
交

通
機
関
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

・
少
子
化
だ
か
ら
統
合
す
る

と
い
う
事
だ
け
で
は
何
の
解

決
に
も
な
ら
な
い
。
子
ど
も

の
教
育
条
件
等
に
つ
い
て
何

が
一
番
い
い
の
か
と
い
う
こ

と
を
考
慮
し
て
議
員
間
で
も

勉
強
し
て
考
え
て
欲
し
い
。

・
現
在
の
定
数
22
人
に
つ
い

て
議
員
は
適
正
と
考
え
る
の

か
。
10
年
、
20
年
先
を
見
据

え
た
し
っ
か
り
と
し
た
目
で

議
員
数
や
行
政
の
職
員
数
に

つ
い
て
も
考
え
て
ほ
し
い
。

・
隣
の
南
さ
つ
ま
市
が
本
市

よ
り
も
人
口
が
１
０
０
０
人

程
度
少
な
く
て
20
人
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
見
解
は
見
え

て
く
る
の
で
は
。
し
か
し
な

が
ら
単
純
に
減
ら
せ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

・
は
っ
き
り
言
っ
て
私
た
ち

が
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
語

れ
な
い
。

・
テ
ー
マ
に
つ
い
て
固
定
さ

れ
て
い
た
が
、
地
域
か
ら
の

切
羽
詰
っ
た
問
題
と
か
を
引

き
出
し
て
、
そ
の
問
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
い
。

南
九
州
市
議
会
議
員
定
数

に
つ
い
て

【
頴
娃
会
場
】

そ
の
他
の
意
見【

頴
娃
会
場
】

頴娃会場のようす
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少
子
化
に
伴
う
学
校
再
編

に
つ
い
て

【
川
辺
会
場
】

・
一
学
年
に
５
、
６
人
い
れ

ば
複
式
は
逃
れ
な
い
も
の
の
、

再
編
は
し
な
く
て
も
よ
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
１
、
２
人

と
な
っ
て
く
る
現
状
で
は
、

真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
時
期
に
き
て
い
る
。
議

会
も
前
向
き
に
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

・
小
学
校
が
無
く
な
れ
ば
地

域
の
文
化
が
無
く
な
り
、
ま

す
ま
す
過
疎
化
が
進
む
。
地

域
か
ら
子
ど
も
の
声
が
聞
こ

え
な
く
な
る
た
め
、
基
本
的

に
統
廃
合
は
望
ま
し
く
な
い
。

・
神
殿
校
区
で
は
、
児
童
数

増
に
向
け
て
山
村
留
学
な
ど

に
20
年
間
取
り
組
ん
で
来
て

い
る
が
、
現
状
は
デ
ー
タ
で

見
る
以
上
に
厳
し
い
。
子
ど

も
達
の
将
来
や
地
区
が
更
に

よ
く
な
る
方
法
を
考
え
た
と

き
に
、
統
合
は
む
し
ろ
有
利

と
の
思
い
で
あ
る
。

・
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

は
、
企
業
と
の
連
携
や
企
業

誘
致
を
本
気
で
や
れ
ば
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
、

複
式
学
級
が
あ
る
校
区
を
特

別
区
に
指
定
し
て
、
移
住
定

住
促
進
対
策
補
助
金
の
上
限

を
80
万
円
か
ら
２
０
０
万
円

に
引
き
上
げ
る
な
ど
。

・
昭
和
58
年
に
瀬
戸
山
の
小

中
学
校
が
廃
校
と
な
っ
た
。

旧
瀬
戸
山
校
区
か
ら
清
水
校

区
へ
移
住
し
て
き
た
と
き
は

小
学
生
が
60
数
名
い
た
が
、

今
は
20
名
と
な
り
、
当
時
は

清
水
に
来
た
ら
大
丈
夫
だ
な

と
思
っ
て
い
た
が
、
現
状
は

瀬
戸
山
の
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
統
廃
合
に
つ
い
て
は
子

ど
も
達
や
子
を
持
つ
親
に
判

断
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
。

・
学
校
を
な
く
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
地
方
が
崩
れ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
手
蓑
小
学
校
は
特
認
校
で
、

小
規
模
校
な
ら
で
は
の
教
育

が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
特
色

あ
る
地
域
の
素
材
や
父
兄
の

力
を
借
り
な
が
ら
、
今
こ
そ

学
校
づ
く
り
を
考
え
る
時
期

で
あ
る
。

・
現
行
の
議
員
数
が
い
な
い

と
政
治
は
で
き
な
い
か
。
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
も

い
れ
ば
、
こ
ん
な
に
は
い
ら

な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
。

私
は
ま
だ
減
ら
し
て
い
い
と

思
う
。

・
住
民
の
意
見
を
最
大
限
尊

重
す
る
形
に
す
る
に
は
少
人

数
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。
議
員
、
得
手
不
得
手

も
あ
り
、
定
数
を
減
ら
す
こ

と
に
よ
り
１
議
員
が
ま
か
な

っ
て
い
け
な
い
状
況
に
な
っ

て
は
大
変
な
こ
と
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
、
少
な
く
と
も
現

行
よ
り
減
る
こ
と
は
良
く
な

い
。

・
も
う
少
し
少
な
い
議
員
数

で
報
酬
を
上
げ
れ
ば
、
質
の

高
い
議
員
活
動
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

・
合
併
し
て
大
き
な
ま
ち
に

な
り
、
周
辺
部
は
取
り
残
さ

れ
た
気
分
に
な
っ
て
い
る
市

民
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
意

味
か
ら
も
市
民
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
だ
と

思
う
の
で
、
増
や
し
て
も
い

い
の
で
は
と
い
う
気
も
す
る
。

・
一
般
質
問
の
状
況
か
ら
、

市
民
を
代
表
し
て
発
言
を
し

て
い
る
と
思
う
し
、
活
発
に

や
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
強
い

思
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
市
勢

発
展
に
ど
う
結
び
つ
け
る
か

と
い
う
問
題
を
詰
め
て
い
け

ば
、
必
ず
成
果
が
あ
る
と
思

う
こ
と
か
ら
、
現
状
の
22
人

で
い
い
。

・
甑
島
の
例
だ
が
、
議
員
は

自
治
会
代
表
の
よ
う
な
存
在

で
あ
っ
た
の
が
、
今
は
合
併

で
１
人
い
る
か
い
な
い
か
で

あ
る
。
議
員
定
数
を
減
ら
せ

ば
減
ら
す
ほ
ど
、
過
疎
化
が

一
段
と
進
む
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

・
議
員
定
数
は
現
行
よ
り
多

く
て
も
少
な
く
て
も
ど
ち
ら

で
も
よ
い
。
要
は
議
員
が
何

を
し
た
か
だ
と
思
う
。

南
九
州
市
議
会
議
員
定
数

に
つ
い
て

【
川
辺
会
場
】

定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て

【
知
覧
会
場
】

・
出
生
祝
い
金
を
第
２
子
か

ら
で
は
な
く
第
１
子
か
ら
に

す
れ
ば
い
い
の
で
は
。

・
農
業
者
研
修
制
度
に
つ
い

て
は
、
原
則
４
月
か
ら
の
受

入
と
し
て
い
る
の
で
、
随
時

受
入
と
す
れ
ば
研
修
生
の
増

加
に
繋
が
る
。

・
移
住
を
考
え
て
い
る
人
に

と
っ
て
南
九
州
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
情
報
が
検
索
し
に

く
い
。
大
幅
な
改
善
が
必
要

だ
と
思
う
。

・
転
入
し
て
き
た
が
、
ど
こ

に
何
科
の
病
院
が
あ
る
の

か
、
ま
た
、
保
育
所
や
小
学

校
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
。
届
を
提
出
し
た
時

に
地
図
で
わ
か
る
よ
う
な
冊

子
が
ほ
し
い
。

・
意
見
交
換
会
は
年
に
複
数

回
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

市
内
に
は
３
つ
の
高
校
が
あ

る
が
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を

担
う
若
者
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
て
意
見
を
聞
い
て

み
た
ら
い
い
と
思
う
。

・
教
職
員
住
宅
が
あ
る
が
、

空
い
て
い
る
箇
所
が
結
構
あ

る
。
先
生
方
の
居
住
を
ど
う

川辺会場のようす
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に
か
で
き
な
い
か
。
自
分
た

ち
の
若
い
と
き
に
は
必
ず
近

く
に
先
生
が
い
た
。

・
自
治
会
が
活
性
化
し
て
い

る
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。

色
々
と
事
業
は
展
開
し
て
い

る
と
思
う
が
、
我
々
に
は
伝

わ
っ
て
こ
な
い
。
も
う
少
し

自
治
会
に
足
を
踏
み
入
れ
て

現
実
を
も
っ
と
見
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
市

営
住
宅
が
あ
る
。
ト
イ
レ
を

水
洗
化
す
れ
ば
も
っ
と
定
住

者
が
増
え
る
と
思
う
。

・
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て

無
料
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が

助
成
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

・
徳
之
島
空
港
は
子
宝
空
港

と
言
わ
れ
、
出
生
率
の
高
い

地
域
で
あ
る
。
南
九
州
市
を

上
回
る
産
業
が
あ
る
と
は
思

え
な
い
が
、
そ
う
い
っ
た
所

の
取
り
組
み
事
例
を
調
査
す

る
な
り
、
研
修
に
行
っ
て
実

践
す
る
こ
と
で
何
か
の
ア
イ

デ
ア
が
生
ま
れ
る
と
思
う
。

・
若
者
の
住
ま
な
い
地
域
の

振
興
は
見
込
め
な
い
。

・
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方
は
た
く
さ
ん

い
る
。
都
会
の
裕
福
な
年
輩

の
方
を
本
市
へ
引
っ
張
り
込

少
子
化
に
伴
う
学
校
再
編

に
つ
い
て

【
知
覧
会
場
】

そ
の
他
の
意
見【

知
覧
会
場
】

め
ば
い
い
。

・
農
業
の
ま
ち
と
し
て
多
彩

な
食
材
が
あ
る
。
６
次
産
業

化
を
推
進
し
て
付
加
価
値
を

付
け
、
本
市
特
有
の
産
品
を

開
発
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

・
再
編
の
計
画
が
あ
れ
ば
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
何

か
基
準
が
あ
る
の
か
。

・
少
子
高
齢
化
で
地
方
が
疲

弊
し
て
い
く
中
、
現
状
を
ど

う
打
開
す
る
か
、
市
民
の
生

の
声
を
届
け
る
こ
と
が
大
事
。

・
先
日
の
台
風
時
に
避
難
準

備
情
報
が
出
て
い
る
こ
と
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
っ
た
。

停
電
に
な
っ
た
り
風
で
防
災

無
線
が
聞
こ
え
な
い
と
き
の

対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

担
当
部
署
が
４
月
か
ら
商
工

観
光
課
に
移
る
と
の
こ
と
だ

が
、
３
地
域
分
を
ま
と
め
て

相
談
で
き
る
場
所
と
専
属
の

係
を
設
け
て
欲
し
い
。

・
意
見
交
換
会
を
校
区
単
位

で
実
施
し
て
ほ
し
い
。
参
加

議
員
は
地
元
選
出
の
議
員
で

構
わ
な
い
。

・
子
育
て
支
援
が
大
切
。
医

療
費
に
つ
い
て
は
病
院
窓
口

で
無
料
に
し
て
ほ
し
い
。

・
若
い
人
た
ち
が
安
心
し
て

農
業
が
出
来
る
よ
う
価
格
保

障
制
度
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の

拡
充
を
し
て
ほ
し
い
。

・
地
域
そ
の
も
の
を
福
祉
施

設
に
す
る
よ
う
な
取
り
組
み

は
で
き
な
い
も
の
か
。

●アンケートの結果

Ｑ　今回の意見交換会のテーマはいかがでしたか。
　　関心があるのでよかった（51）　　参加により関心がもてた（29）　　ほかのテーマがよかった（５）

Ｑ　今後、意見交換会が開催された場合、参加しますか。
　　ぜひ参加したい（42）　　内容によっては参加してもよい（54）　　たぶん参加しない（３）

Ｑ　議員定数について、どうお考えですか（現在　定数22人）
　　現状の定数でよい（31）　　増やしたほうがよい（３）　　減らしたほうがよい（60）　
　　【内訳】15人（４）、 16人（１）、 17人（２）、18人（21）、20人（21）、22人（31）、24人（２）

Ｑ　今回のテーマ以外で、どのようなテーマに関心がありますか。（抜粋）
・定住促進対策について　　　・子育てについて　　　・少子高齢化対策について　　　・医療費について
・テーマは設けなくてよい　　　・議会のあり方について　　　・人口増対策について
・南九州市の産業振興、育成について　　　・地域経済の活性化について　　　・企業誘致について
・頴娃地区の今後の展望と頴娃高校について　　　・ＪＲの存続について　　　・農業所得の向上について
・本庁舎の一本化について　　　・庁舎建設について　　　・均衡ある発展のための総合支所方式の充実について
・地域の魅力を引き出す方策について　　　・校区公民館を活かした地域づくり　　　・自治会の合併について
・地域創生の施策について　　　・学校再編について　　　・子ども教育について

　意見交換会にご参加いただき、大変ありがとうございました。今後はアンケート
やご意見をもとに開催時期、回数及び場所等について検討し、より多くの方が参加
できるよう努めます。
　また、皆様からいただいた貴重なご意見はよりよい南九州市づくりのために今後
の議会活動に反映させたいと考えます。

知覧会場のようす
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市

　

民

　
の

　

声

市

　

民

　
の

　

声

　
　

知
覧
町　

郡
深
田
　
豊
秋

　
　

頴
娃
町　

別
府

崔ち
え

　
恵
里
香

帰
り
た
く
な
る
故
郷
に

じ
い
ち
ゃ
ん

ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
子
へ

 

「
核
家
族
」
と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て

久
し
い
。
戦
後
の
日
本
が
高

度
成
長
と
い
う
道
を
歩
ん
で

き
た
結
果
生
じ
た
世
相
の
一

面
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
れ

が
、
世
界
に
誇
っ
て
き
た

「
日
本
人
の
心
」
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
一
因
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

二
、
三
世
代
が
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
た
頃
は
、
子
育
て

か
ら
開
放
さ
れ
た
親
が
自
分

の
子
と
孫
の
か
か
わ
り
合
い

に
接
し
た
時
は
、「
こ
ん
な
時

自
分
は
ど
の
よ
う
に
し
て
き

た
の
か
、
そ
の
結
果
は
ど
う

　

中
学
生
ま
で
頴
娃
町
で
育

ち
、
色
々
な
都
市
を
転
々
と

し
な
が
ら
、
就
学
、
就
職
、

結
婚
、
出
産
を
経
験
し
、
今

度
は
自
分
が
親
と
な
っ
て
13

年
ぶ
り
に
生
ま
れ
育
っ
た
町

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
元
々

都
会
で
育
っ
た
主
人
が
「
農

業
を
し
た
い
」
と
言
っ
て
く

れ
た
か
ら
で
す
。
そ
う
言
っ

て
く
れ
た
主
人
に
は
感
謝
で

す
が
、
正
直
、
地
元
に
帰
る

こ
と
に
た
め
ら
っ
た
自
分
も

い
ま
し
た
。

　

や
は
り
最
初
に
頭
に
浮
か

ぶ
の
は
、
子
ど
も
が
急
に
病

気
に
な
っ
た
ら
？
近
く
に
公

園
や
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

な
っ
て
い
る
か
」
を
冷
静
に

振
り
返
り
、
自
分
の
失
敗
を

子
が
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
に
な
っ
た
子
の

相
談
相
手
で
も
あ
り
ま
し

た
。
核
家
族
化
と
は
子
が
親

の
失
敗
か
ら
学
ぶ
機
会
を
失

い
、
そ
の
結
果
、
心
の
停
滞

を
招
い
て
い
る
原
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
時
代
の
自
分
を
振

り
返
り
、
今
に
し
て
思
い
当

た
る
こ
と
を
娘
に
伝
え
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
娘
の
役

に
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

日
本
は
人
だ
け
が
資
源
だ

と
言
い
な
が
ら
、
自
ら
動
く

の
で
は
な
く
、
毎
日
が
人
の

指
示
通
り
に
し
か
動
か
な
い

ロ
ボ
ッ
ト
の
如
く
動
く
訓
練

の
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
子
ど
も
達
に
関
す

る
施
策
の
中
に
子
育
て
世
代

と
そ
の
親
た
ち
が
交
流
し
、

互
い
に
学
び
合
う
場
を
作
り

た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る

昨
今
で
す
。

は
あ
る
か
？
ま
た
、
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
働
く
場
所
は
あ
る
か
？

な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
頭
を

過
り
ま
し
た
。

　

も
う
少
し
交
通
の
便
が
良

く
、
あ
る
い
は
商
業
施
設
が

充
実
し
て
い
る
な
ど
、
便
利

な
暮
ら
し
が
で
き
れ
ば
も
っ

と
安
心
し
て
帰
っ
て
来
ら
れ

る
の
に
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
よ
う
に
地
元
を
離
れ

都
会
に
出
た
人
が
「
地
元
に

帰
っ
て
暮
ら
そ
う
」
と
思
っ

た
時
に
、
家
族
や
子
ど
も
の

こ
と
を
考
え
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
、
安
心
し
て
つ
い
て

来
ら
れ
る
環
境
が
あ
れ
ば
な

お
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
農
業
や
自
然

な
ど
田
舎
の
良
さ
は
大
い
に

残
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
よ
う
な
子
育
て

世
帯
が
地
元
に
帰
っ
て
き
た

く
な
る
よ
う
な
町
づ
く
り

に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

朝
夕
め
っ
き
り
凌
ぎ
や
す

く
な
り
、
田
畑
で
は
収
穫
の

秋
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
天
候
は
不
安
定
で

農
作
物
の
作
柄
は
悪
く
、
ま

た
、
本
市
特
産
の
お
茶
の
価

格
も
低
調
で
、
市
民
の
生
活

に
も
活
気
が
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
滞
し
た
時

期
、
日
本
全
国
、
特
に
南

九
州
市
に
と
っ
て
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
た
。

知
覧
出
身
で
名
城
大
学
終
身

教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
与
で

あ
る
。
赤
﨑
勇
先
生
は
「
諦

め
な
い
心
」で
研
究
を
続
け
、

青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
開

発
さ
れ
た
。　

　

大
先
輩
を
誇
り
に
思
い
、

我
々
も
信
念
を
持
っ
て
市
政

に
取
り
組
み
、
市
民
目
線
の

議
会
運
営
に
努
め
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
塗
木
）

▼
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
西
　
　
次
雄

　
副
委
員
長
　
吉
永
　
賢
三

　
委
　
　
員
　
塗
木
　
弘
幸

　
　
　
　
　
　
松
久
保
正
毅

　
　
　
　
　
　
蔵
元
　
慎
一

　
　
　
　
　
　
内
園
知
恵
子

編
集
後
記

　

本
市
議
会
は
、
市
民
の
負

託
に
こ
た
え
、
開
か
れ
た
議

会
を
実
現
す
る
た
め
、
行
動

原
則
と
し
て
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
開

か
れ
た
議
会
の
実
現
と
実
践

を
目
指
し
、
委
員
長
ほ
か

６
名
の
委
員
で
、
５
月
15
日

か
ら
17
日
、
西
脇
市
、
丹
波

市
、
福
知
山
市
に
お
い
て
、

議
会
中
継
の
取
り
組
み
状
況

や
シ
ス
テ
ム
概
要
な
ど
、
議

会
中
継
に
向
け
て
調
査
し
ま

し
た
。

　

調
査
結
果
及
び
委
員
会
の

方
針
を
全
員
協
議
会
に
報
告

し
、
議
会
と
し
て
平
成
27
年

度
か
ら
議
会
中
継
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

議
会
中
継
に
向
け

先
進
地
を
調
査


